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研究成果の概要： 

研究期間中、9本の論文、18本の学術発表をおこなった。記録について、あるいはオーラル
ヒストリーという調査方法論まで、情報社会に関連するという意味では本研究の成果である。 
調査期間を通して得られたデータは膨大なものとなった。「キャプション入力の専門性」に焦点
を当てた通時的・共時的な比較分析については、今後、数本の論文にまとめるべく、執筆中で
ある。 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 600,000   600,000  

2007年度  500,000   500,000  

2008年度 500,000  150,000   650,000  

年度    

  年度    

総 計 1,600,000  150,000  1,750,000  

 

研究分野：社会学 

科研費の分科・細目：社会学・社会学 

キーワード： アクション・リサーチ、情報保障、キャプション 

 

１．研究開始当初の背景 
 聴覚障害を持つ人を中心に、文字情報（以
下キャプションと表記）による情報保障は重
要であるにもかかわらず、社会福祉分野の研
究を中心として、これまで日本ではほとんど
見落とされてきた。 
 

２．研究の目的 
本研究の大きな目的は、日本におけるキャ

プション入力の専門性について現状調査を
おこないつつ、さらには単なる記述にとどま
らない社会学的介入をめざすことであった。
これによって、産業としてのキャプション入
力を阻害している諸原因を特定し、あらゆる

場面で音声のかわりにキャプションを欲し
ている聴覚障害者の福祉に資するのみなら
ず、社会の「ユニバーサル・デザイン」化に
貢献することが目的であった。 
 

３．研究の方法 

 (A)パソコン要約筆記、(B)裁判所の速記、

(C)テレビ字幕業、(D)ネット上のキャプショ

ン入力コミュニティについて（Dについては平

成19年度から）、コミュニティ形成や人材育

成を中心にデータ収集をおこなった。郵送や

インタビュー、文書資料による調査が中心で

ある。 
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調査期間を通して得られたデータは膨大な

ものとなった。「キャプション入力の専門性

」に焦点を当てた通時的・共時的な比較分析

については、今後、数本の論文にまとめるべ

く、執筆中である。 

 

４．研究成果 

インタビューや一次データ、資料収集など

、調査期間を通して得られたデータは膨大な

ものとなった。三年間を通して、キャプショ

ンをめぐる社会状況については、かなりの変

化があった。「キャプション入力の専門性」

に焦点を当てた通時的・共時的な比較分析に

ついては、今後、数本の論文にまとめるべく

、執筆中である。アクションリサーチや情報

社会に関する成果は、執筆中の単著に反映す

る予定である。また、コミュニティ形成や人

材育成といった重要テーマについては引き続

き調査を続けたい。 
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